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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
希
望
に
輝
く
新
年
を
お
迎
え

の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
34
年
ぶ
り
に
口
永
良

部
島
「
新
岳
」
が
噴
火
を
し
ま
し

た
が
、
住
民
の
的
確
な
判
断
で
迅

速
な
避
難
体
制
を
と
る
こ
と
が
で

き
、
幸
い
に
も
人
的
な
被
害
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ま
た
、
台
風
18
号
、
19
号
と
久

し
ぶ
り
に
大
型
の
台
風
が
上
陸
し

ま
し
た
が
、
床
上
、
床
下
浸
水
等

の
家
屋
へ
の
被
害
や
農
作
物
へ
の

被
害
は
あ
っ
た
も
の
の
大
規
模
な

災
害
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
な
く
一

年
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
各
地
で
は
大
規
模
な

災
害
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
町

民
の
皆
様
に
は
常
に
、
災
害
に
対

処
す
る
心
構
え
と
準
備
を
怠
る
こ

と
の
な
い
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

町
と
し
ま
し
て
も
、
自
主
防
災

組
織
へ
の
支
援
強
化
な
ど
、
防
災

対
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
本
町
は
平
成
19
年
の
合

併
以
来
、
本
庁
舎
の
建
設
が
町
政

の
最
重
要
課
題
で
あ
り
ま
し
た

が
、
町
長
に
就
任
し
て
か
ら
こ
の

間
、
議
会
に
も
一
定
の
考
え
方
を

提
案
申
し
上
げ
な
が
ら
、
熟
慮
を

重
ね
て
参
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果

と
し
て
、
平
成
26
年
第
４
回
議
会

臨
時
会
に
お
い
て
、
屋
久
島
町
役

場
の
位
置
を
小
瀬
田
８
４
９
番
地

２
０
に
改
め
る
条
例
の
一
部
改
正

を
提
案
し
、
議
決
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

杉
の
南
限
地
で
あ
り
、
銘
木
屋

久
杉
の
島
に
相
応
し
い
木
造
庁
舎

を
基
本
に
、
平
成
30
年
３
月
完
成

に
向
け
各
種
産
業
と
も
関
連
し
た

地
域
づ
く
り
が
図
ら
れ
る
よ
う
努

力
し
て
参
り
ま
す
。

　

町
の
活
性
化
や
町
勢
の
拡
大
を

図
る
た
め
に
は
、
産
業
を
育
成
し
、

そ
の
中
に
少
し
で
も
多
く
の
雇
用

の
場
を
確
保
し
、
定
住
人
口
の
増

加
を
図
る
こ
と
が
基
本
で
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
産
業
を
育

成
す
る
た
め
に
は
、
交
流
人
口
の

増
加
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　

現
在
策
定
中
で
あ
り
ま
す
「
屋

久
島
町
観
光
基
本
計
画
」「
屋
久

島
町
農
業
振
興
計
画
」
に
お
い
て

は
、
各
産
業
間
に
お
い
て
相
互
に

経
済
的
効
果
が
図
ら
れ
る
方
策
を

検
討
し
て
お
り
、
地
に
足
の
つ
い

た
政
策
が
提
案
で
き
る
よ
う
努
め

て
参
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
屋
久
島

町
の
限
り
な
い
発
展
の
た
め
、
よ

り
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
町
民
の
皆
様
に
と

り
ま
し
て
本
年
が
素
晴
ら
し
い
年

と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
春
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
も
全
国
各
地
で
豪
雨
災
害

や
土
砂
災
害
等
が
発
生
し
ま
し

た
。
御
嶽
山
の
噴
火
で
は
多
く
の

人
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に

は
身
近
な
口
永
良
部
島
で
も
噴
火

が
あ
り
、
島
民
を
不
安
に
陥
れ
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
ば
か

り
で
は
な
く
、
日
本
人
３
人
が
同

時
に
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
と
い
う

快
挙
は
、
鹿
児
島
県
出
身
の
赤
崎

勇
先
生
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
私
た
ち
に
喜
び
と
誇
り
を

与
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

そ
の
３
人
の
先
生
方
か
ら
は
、

「
希
望
を
捨
て
な
か
っ
た
」「
あ
き

ら
め
ず
に
根
気
強
く
や
り
続
け

た
」
等
の
言
葉
が
た
び
た
び
聞
か

れ
ま
し
た
。
わ
た
し
た
ち
は
、
年

頭
に
当
た
り
夢
や
希
望
を
掲
げ
て

い
ま
す
が
、
時
が
経
つ
に
つ
れ
て
、

あ
や
ふ
や
に
な
っ
て
し
ま
い
が
ち

で
す
。
３
人
の
先
生
方
の
よ
う
に

強
い
志
を
持
ち
た
い
も
の
で
す
。

　

志
は
「
心
指
し
」
で
、
心
の
向

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

屋久島町の
飛躍を目指して

屋久島町長　荒木　耕治

志
あ
れ
ば
成
就
す
る

屋
久
島
町
教
育
長　

川
原　

髙
男



か
う
方
向
と
言
え
ま
す
。
自
分
の

心
に
決
め
た
目
的
を
ひ
た
す
ら
見

つ
め
て
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
努

力
す
る
こ
と
が
志
と
言
え
ま
し
ょ

う
。
旧
札
幌
農
学
校
の
創
始
者
で

あ
る
ク
ラ
ー
ク
博
士
が
、
学
生
た

ち
に
贈
っ
た
言
葉
「B

oys, be 

am
bitious

」
は
、
あ
ま
り
に
も

有
名
で
す
。
社
会
的
に
、
価
値
の

高
い
志
を
大
志
と
言
い
ま
す
が
、

大
志
を
抱
い
て
生
き
る
人
に
は
迫

力
や
風
格
を
感
じ
ま
す
。

　

人
間
の
能
力
や
可
能
性
に
は
、

さ
ほ
ど
差
が
な
い
と
思
い
ま
す
。

志
や
行
動
を
集
中
す
る
か
、
分
散

し
て
し
ま
う
か
で
大
差
が
つ
く
よ

う
に
思
い
ま
す
。「
志
」
を
結
晶

化
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
集
中
す
れ

ば
、
念
願
の
成
就
と
な
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。「
精
神
一
致

何
事
が
な
ら
ざ
ら
ん
」
の
諺
も
あ

り
ま
す
。

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
今
年
度

も
、「
あ
し
た
を
ひ
ら
く
心
豊
か

で
た
く
ま
し
い
人
づ
く
り
」
を
基

本
目
標
と
し
て
、
学
校
教
育
は
も

と
よ
り
、
社
会
教
育
に
お
い
て
も

町
民
の
皆
様
と
共
に
学
習
や
体
験

活
動
等
の
機
会
拡
充
に
努
め
て
参

り
ま
す
。
自
己
啓
発
や
自
己
実
現

の
場
と
し
て
積
極
的
に
参
画
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の

一
年
が
、
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て

最
良
の
年
と
な
り
ま
す
よ
う
に
心

か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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新庁舎建設に向けて
新たな年に

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご

家
族
お
そ
ろ
い
で
輝
か
し
い
初
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
か
ら
議
会
活
動
に

対
し
ま
し
て
ご
理
解
と
ご
支
援
を

賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

屋
久
島
町
議
会
議
員
一
同
こ
れ
ま

で
以
上
に
研
鑽
に
努
め
、
議
会
の

活
性
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
努
力
し

て
参
り
ま
す
。

　

さ
て
昨
年
は
、
御
嶽
山
の
噴
火

に
よ
り
尊
い
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
、
そ

の
ご
家
族
の
皆
様
に
謹
ん
で
お
悔

や
み
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

本
町
の
口
永
良
部
島
に
於
い
て
も

34
年
ぶ
り
に
新
岳
が
爆
発
し
、
多

く
の
住
民
が
公
民
館
な
ど
に
一
時

避
難
し
ま
し
た
が
、
幸
い
け
が
人

も
な
く
安
堵
い
た
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
い
ま
だ
に
噴
火
警
戒
レ
ベ

ル
３
は
継
続
さ
れ
て
お
り
、
不
安

な
日
々
を
す
ご
さ
れ
て
い
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。
一
刻
も
早
く
終
息

し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
台
風
18
号
と
19
号
が
２

週
続
け
て
日
本
列
島
を
縦
断
し
、

全
国
各
地
で
大
き
な
災
害
が
発
生

し
ま
し
た
。
本
町
で
も
特
産
品
で

あ
り
ま
す
ポ
ン
カ
ン
や
タ
ン
カ

ン
・
ガ
ジ
ュ
ツ
・
山
芋
等
の
被
害

が
あ
り
、
被
害
に
あ
わ
れ
た
農
家

の
方
々
に
は
、
心
か
ら
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

暮
れ
の
12
月
に
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
や
地
方
創
生
、
安
全
保
障
な
ど

安
倍
政
権
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
や
消
費
税
10
％
へ
の
再
増
税
を

平
成
29
年
４
月
ま
で
先
送
り
す
る

こ
と
を
国
民
に
問
う
た
め
の
衆
議

院
総
選
挙
が
実
施
さ
れ
、
自
民
党
・

公
明
党
連
立
政
権
が
圧
勝
し
ま
し

た
。
連
立
政
権
に
は
常
に
国
民
目

線
と
地
方
が
再
生
さ
れ
る
よ
う
な

政
策
を
期
待
し
た
い
と
願
う
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

本
町
に
於
い
て
は
、
10
月
の
臨

時
会
で
「
役
場
の
位
置
を
定
め
る

条
例
改
正
案
」
が
提
出
さ
れ
、
旧

小
瀬
田
小
学
校
跡
地
に
決
定
し
ま

し
た
。
平
成
30
年
３
月
完
成
に
向

け
、
新
庁
舎
建
設
が
始
ま
る
も
の

と
思
い
ま
す
。
屋
久
島
町
議
会
で

は
、
町
民
に
信
頼
さ
れ
責
務
を
果

た
す
議
会
を
目
指
し
「
議
会
基
本

条
例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。
昨
年

は
こ
の
条
例
に
基
づ
き
、
町
内
５

か
所
で
議
会
報
告
会
を
開
催
し
、

町
民
の
皆
様
と
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。
皆
様
か
ら
頂
い
た
意
見

を
町
勢
発
展
の
た
め
生
か
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
更
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
平
成
27
年
が
屋
久
島

町
に
と
っ
て
大
き
な
飛
躍
の
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
、
ま
た
、
町
民
の

皆
様
方
が
ご
健
康
ご
多
幸
で
あ
り

ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し

て
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

屋久島町議会議長　日髙　好作
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第５８回全国保育研究大会
　栗生の白百合保育園が、11月12日（水）〜14日（金）にかけて秋田市で開催された「第58回全国保育研究大会」
に九州・沖縄県の代表として参加しました。
　平成26年２月に熊毛地区の当番園として鹿児島県の「保育事業研究大会」に参加し、２年間の研究成果を発
表、７月には県の代表として福岡県で開催された「九州保育三団体研究大会」へ参加しました。　　　　
　この大会では九州・沖縄の24園が８分科会に分かれ発表、その中から推薦され今回の全国大会への参加と
なりました。
　全国から各ブロック大会で推薦された24園がそれぞれのテーマごとに分かれ発表、白百合保育園は、「ふる
さとを伝えよう〜地域の伝統文化・方言を保育に取り入れる意義について考える〜」というテーマで発表しま
した。
　保育園より「栗生集落に伝わる『柿なれ』という行事、集落の方から教わった子守歌を日常の保育に取り入れ
た研究に取り組んだことで、地域の文化に触れ地域の人々との関わりをより深めることができました。大変
貴重な経験となりました。」とのお話がありました。

　11月30日（日）第13回小瀬田愛子祭りが、小瀬田
公民館広場で開催されました。
　あいにくの雨模様でしたが、多くの人がおとずれ、
農産品等の購入やビンゴゲームへ参加、舞台での趣
向を凝らした出し物を楽しんでいました。また、地
元農産品で作ったアツアツの愛子汁で、お腹も心も
満たしているようでした。

〜里も味覚もまるかじり〜
　11月30日（日）春牧区発足65周年記念、春牧とび
魚祭りが春牧福祉館横広場で開催されました。
　トビウオや雑貨などの販売のほか、舞台ではのど
自慢やベリーダンスなどの出し物、横峯遺跡にちな
んだ「縄文火起こし体験」などがあり、来場者を楽し
ませていました。

小瀬田愛子まつり 春牧とび魚祭り

春牧とび魚祭りキャラクター
「とびまるくん」

※「柿なれ」
1月１５日に柿がたく
さんなるように、棒
を削り作った「刀」で、
柿の木を叩いて回る
行事
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一湊小学校ＰＴＡ
　11月19日、東京ホテルニューオータニで開催さ
れた、平成26年度PTA年次表彰式で、一湊小学校
PTAが「日本PTA会長表彰」を受賞しました。
　一湊小学校PTAは、子どもの姿で勝負する学校経
営の方針に基づきPTA活動のテーマが設定され、学
校・家庭・地域が一体となった教育活動の中核となっ
ています。学級PTAも各学級経営に応じたテーマを
設定するとともに、基本的生活習慣の確立、読書活
動の定着、家庭学習の習慣化を共通課題として、知・
徳・体の調和のとれた児童の育成に向け、全会員が
協力して研修、実践に努めています。
　今年度からは、食育の充実を図り、基本的生活習
慣の定着（早寝早起き朝ごはんや元気なあいさつ、
虫歯治療）を図るために、親が子育てを学ぶ機会を
PTA活動の柱にあげ取り組んでいます。

　宮之浦図書室で12月17日(水)、尾之間図書室で
12月19日(金)「おたのしみクリスマス会」を実施し、
多くの親子連れが一足早くクリスマスを楽しみまし
た。
　当日は両図書室とも50人を超える参加があり、大
型絵本や人形劇、パネルシアターやサンタクロース
の登場など大変盛り上がりました。
　通常のおはなし会は毎月開催していますので、ぜ
ひご参加ください。

　12月3日（水）保護司の日髙雲平さん（安房）、永田
実男さん（原）が法務大臣表彰の受賞報告のため荒木
町長を表敬訪問しました。
　この賞は、罪を犯した人たちの更生保護に長年尽
力された功績に対して贈られるもので、お二人は、
犯罪を犯した人々に対する更生指導や就労援助など
の保護観察、社会復帰に向けた生活環境調整や「社
会を明るくする運動」への参画といった犯罪予防活
動に熱心に取り組まれています。
　このたびの栄誉を心からお慶び申し上げますとと
もに、今後も犯罪や非行のない地域社会づくりにご
尽力賜りますようお願いいたします。

　11月25日（火）安房総合センターにて屋久島町と
菊陽町の姉妹都市盟約締結20周年を記念し、記念植
樹贈呈式がおこなわれました。菊陽町より20本、富
士フイルム九州株式会社より5本の贈呈された春め
き桜25本は健康の森公園に植樹され、開花に向けて
順調に生育しています。
　開花の時期は、3月中旬でソメイヨシノより少し
濃いピンク色、花を密にして咲くのが特徴です。

日本ＰＴＡ全国協議会会長表彰

おたのしみクリスマス会　大盛況!!

保護司　法務大臣表彰

屋久島町・菊陽町

〜姉妹都市盟約締結20周年記念植樹贈呈式〜
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　12月12日（金）から15日（月）にわたり屋久島学ソサエティ第2回大会が開催されました。屋久島学ソサエ
ティは、屋久島町長も発起人の一人となっている官・民・学協働の取組であり、「屋久島学」をテーマに屋久島
に関わる方々が膝をつきあわせて議論を行える場として設置され、第２回大会には約280名の参加がありま
した。
　13日には「山のトイレを科学する」をテーマに、14日には「屋久杉のすべて」をテーマにセッションが安房の
屋久島町総合センターで行われ、登壇した研究者等による活発な意見交換及び質疑応答がなされました。また、
１階ロビー及び２階大会議室では屋久島学ソサエティ会員によるポスター展示が行われ、様々な分野の研究
内容が展示されるだけでなく、発表者から直接説明を聞く時間が設けられました。参加者は交流を深めながら、
屋久島に関する知識を楽しく学びました。
　12日及び15日にはヤクスギランド及び西部地域で自然観察会が行われました。研究者及び屋久島ガイドが
講師として参加者と一緒に歩き、現地を直接見ながら説明を行いました。また、14日午前中には屋久杉自然
館でヤクタネゴヨウ植樹祭が開催されました。この植樹祭は毎日新聞社が主催する「毎日新聞いのちの森づく
りリレー」としても位置付けられており、50本の苗木が自然館敷地内に植えられたほか、50本の苗木が里親
の手により島内各地に植えられます。

　12月13日（土）、14日（日）、屋久島環境文化研修センターにて、
屋久島では初めてとなる『2014年度実践総合農学会第９回地方大
会』が開催されました。
　「農業・農村振興による島おこし」をテーマとし、屋久島町にて
取り組まれている大学と提携した農業研究の事例や、東京農業大
学の教授による在来資源を活かした事例発表、屋久島高等学校普
通科環境コースの生徒による「課題研究」の発表などが行われまし
た。
　また、地元の農業者および農業関係者と「地域農業の取り組み」
についての座談会も行われ、農業をはじめ関連する産業の発展に
つながる、さまざまなアイデアやヒントが引き出された学会とな
りました。

　平成26年12月10日（水）〜平成27年１月10日（土）ま
で年末年始の交通事故防止運動・地域安全運動が行わ
れました。
　12月10日には交通安全母の会、交通指導員の皆さ
んらが、「Ａコープ宮之浦店」や「わいわいらんど」等の
前で、通行する町民や運転手の皆さんに犯罪の撲滅や
交通ルール・マナーの遵守を呼び掛けました。

屋久島学ソサエティ第２回大会

実践総合農学会第９回地方大会

年末年始交通事故防止運動・地域安全運動

ひっとべ！かごしま国文祭
平成27年 10.31　 > 11.15
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第30回
ジョギングやくしま大会

「やくしまっ子」
わんぱくフェスタ2015

　「第30回ジョギングやくしま大会」を開催しま
す。立春の永田路を歩いてみませんか。町民の
皆さんのご参加をお待ちしています。

【日　時】2月1日(日)受付午前9時～
【場　所】 永田小学校校庭　【参加料】 無料
【コース】 永田地区農道
　　　4.5㎞　ウォーキング　10:10スタート
　　　7.0㎞　ジョギング　　10:20スタート
　　　4.0㎞　ジョギング　　10:30スタート

【申込先】社会教育課（内線１６１）
　　　　ＦＡＸ　４６－３１４４

【申込期限】1月22日(木)まで
※　当日参加申し込みも可能です。

　高校生クラブ「ぽんだま」と町子ども会育
成連絡協議会の主催で、町内の幼児・小・
中学生・青年が集い、遊びを通じて異年齢
間の交流を図る目的で開催されます。楽し
いゲームをたくさん準備していますので、
是非ご参加ください。

【日　時】　1月25日(日) 午後 2時～ 4時
【場　所】　宮之浦体育館
【申込み】　事前申込みの必要はありません。  
　　　　当日、宮之浦体育館にお集まりく
　　　　ださい。
※幼児・小学生の保護者も一緒に参加でき
　ます。
※体育館用の｢上履き｣をご準備ください。

《問い合わせ先》
　社会教育課☎43-5900（内線167）

　屋久島町さわやかあいさつ日本一運動推進委員
会では、この期間中、町内各所であいさつ立哨活
動を行います。
　町民の皆さん、いつでも・どこでも・だれとでも、
さわやかなあいさつで、自然にいやされ、人にも
いやされる屋久島町を目指しましょう。

　12月7日（日）中種子町で熊毛地区市町対抗駅伝競走大
会が開催され、屋久島町はＡ・Ｂ２チームが出場しま
した。
　選手はアップダウンの激しいコースを力走し、Ａチー
ムは１位でゴール、Ｂチームも５位と健闘し、屋久島
町選手は全10区間中５つの区間賞を獲得しました。
　県下一周駅伝及び女子駅伝を目指し練習に励んでい
る選手に対し、町民の皆さんの応援をよろしくお願い
します。

【成績】第1位　屋久島町Ａ　2時間27分13秒
【成績】第2位　中種子町　　2時間29分07秒
【成績】第3位　西之表市Ａ　2時間32分14秒
【成績】第4位　南種子町　　2時間35分28秒
【成績】第5位　屋久島町Ｂ　2時間39分45秒
【成績】第6位　西之表市Ｂ　2時間42分13秒
【区間賞】4区中学男子 矢野陽介 5区一般男子 寺田耕作
【区間賞】6区中学女子 前田海音 8区高校男子 川内田裕生
【区間賞 10区一般男子　新田正洋

　12月14日（日）尾之間・麦生間において第55回南日
本10kmロード通信競技大会並びに第25回熊毛地区
女子長距離走大会が開催され、男女14人が健脚を競
いました。本大会は、来年2月14日から5日間行われ
る県下一周市郡対抗駅伝競走大会と、1月25日に霧島
市で開催される地区対抗女子駅伝競走大会の地区代
表選考を兼ねて開催されました。
　屋久島会場では、10kmロードは新田正洋選手、女
子長距離走は前田海音選手が1位に輝きました。また、
前田選手の記録は、熊毛地区内でも1位となりました。

【南日本10kmロード成績】
第1位　新田正洋　32分16秒
第2位　宇都翔吾　32分53秒
第3位　山田耀平　34分12秒

【女子長距離走成績】
第1位　前田海音　　10分26秒
第2位　三角彩水　　12分06秒
第3位　鍵本菜々美　12分11秒

｢さわやかあいさつ週間｣（1月8日～1月14日）第44回熊毛地区市町対抗駅伝競走大会

南日本10kmロード通信競技大会
熊毛地区女子長距離走大会

ひっとべ！かごしま国文祭
平成27年 10.31　 > 11.15土 日
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　12月9日（火）一湊小学校3・4年生が来館、稲穂からの脱穀体験をしました。
昔ながらの脱穀機での、初めての体験に思わず「おお〜」と声をあげていた子どもたちで
した。普段何気なく食べているお米の見方が変わったのではないでしょうか？

歴史民俗資
料館

で脱穀体験
屋久島町歴史民俗資料館

行ってみよう！

今後も展示だけでなく体験できるようなメニューを考えていきます！
町民は見学無料です。お気軽にお立ち寄りください。

★　今年の十五夜で使用された、栗生の綱が
　展示に仲間入りしました。その大きさを「体
　感」してください。
★　企画展「屋久島白黒写真展」も開催中です。
　初めて見る昔のくらしの様子は一見の価値
　アリです。

〜れきみんかん近況〜

歴史民俗資料館
役場宮之浦支所横　☎42-1900
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屋久島町特産品等販路拡大補助金要綱について
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農林水産課だより
『ぽんかん・たんかん』
１．ぽんかん管理作業チェック
　１）密植園の間伐・縮伐
　２）せん定・枝の整理
　３）冬マシン油４０倍液の散布
　４）堆肥・土壌改良資材の投入や深耕による土づくり　
　以上の作業が遅れている園は、早急に行いましょう。
　　また、発芽前にＩＣボルドー６６Ｄの６０倍液を散布
　するとかいよう病の発生予防につながります。
２．たんかんの管理作業
　１）早採りは糖度不足や酸が高い等で食味不良となりや
　　　すいので、適期収穫を心がけましょう。
　２）収穫と並行して、間伐・縮伐、せん定を行いましょう。
　３）葉が黄化落葉している樹が見受けられます。収穫後
　　　に葉面散布等により樹勢回復を行いましょう。
　４）収穫終了後、ミカンハダニ、かいよう病対策を行い
　　　ましょう。スプレーオイル（１５０倍）に、コサイ
　　　ド３０００（２０００倍）、クレフノン（２００倍）
　　　を混用し散布しましょう。
３．土づくり
　　ここ数年土壌改良を行っていない園については、この
　時期に深耕して有機物（堆肥・剪定クズ等）に、重焼リ
　ン又はヨーリン、苦土石灰等をよく混和して埋め戻すな
　どして土壌改良を行いましょう。

『ビワ』
１．病害虫防除
　　がんしゅ病予防のために、ＩＣボルドー６６Ｄの６０
　倍液の散布を行いましょう。
　　アブラムシ類の発生が見られたら、アディオン水和剤

　２０００倍液を散布すると効果的です。
　　また、灰斑病等により落葉した葉を埋めたり、焼却す
　ると今後の病気発生の予防につながります。

『ミエンドウ』
１．適期収穫と追肥
　　莢全体にしわが出る前の充実した莢を収穫します。輸
　送中の腐敗の原因となるため、雨中での収穫はしないで
　ください。
２．草勢の維持と追肥
　　褐斑病やうどんこ病の予防と着果負担の増加による草
　勢低下防止として ､ 定期的に薬剤防除（葉面散布も兼ね
　る）を行いましょう。
　　追肥は、生育に応じて２〜３回施肥し、１回につき窒
　素成分で２〜３kg ／１０ａ（ＢＢＮＫ４７で１５〜　
　２０ ㎏／１０ａ）追肥しましょう。

農林水産課だより （2月の農作業メモ）
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☎
４
６
︱
２
５
２
６

・
ど
ん
ぐ
り
の
森
保
育
園

☎
４
２
︱
０
６
８
０

・
あ
ゆ
み
の
森
こ
ど
も
園

☎
４
７
︱
２
２
２
６

※
入
所
申
込
書
は
、
各
認
定
こ
ど

も
園
に
あ
り
ま
す
。

※
認
定
こ
ど
も
園
と
は
、
幼
稚
園

及
び
保
育
所
等
の
う
ち
、
就
学
前

の
子
ど
も
に
対
す
る
「
教
育
」
及

び
「
保
育
」
並
び
に
保
護
者
に
対

す
る
「
子
育
て
支
援
」
を
総
合
的

に
提
供
す
る
機
能
を
備
え
る
施
設

で
す
。
保
護
者
の
方
の
就
労
状
況

に
関
係
な
く
、
就
学
前
ま
で
一
貫

し
た
教
育
・
保
育
の
提
供
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
日
時
・
場
所

・
２
月
19
日
（
木
）
10
時
〜
15
時

　

役
場
尾
之
間
支
所

・
２
月
20
日
（
金
）
10
時
〜
15
時

　

離
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー　

		


（
宮
之
浦
）

■
相
談
内
容

　

家
庭
の
悩
み
、
土
地
や
建
物
の

問
題
、
金
銭
貸
借
の
問
題
、
い
じ

め
や
差
別
の
問
題
、
ほ
か
人
権
上

の
問
題
で
す
。
相
談
は
無
料
で
、

個
人
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

問 

町
民
生
活
課

内
線
２
１
８
・
３
１
２

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
係
る
要

介
護
・
要
支
援
認
定
申
請
を
さ
れ

た
方
々
の
心
身
の
状
況
等
を
調
査

す
る
認
定
（
訪
問
）
調
査
員
を
募

集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員

　

若
干
名
（
非
常
勤
職
員
）

■
従
事
条
件

・
随
時
、
認
定
申
請
者
の
訪
問
調

査
を
実
施
す
る
こ
と
。

・
１
ヶ
月
の
訪
問
調
査
件
数

　

10
〜
20
件
程
度（
相
談
に
応
じ
ま
す
。）

・
採
用
後
は
、
新
規
研
修
（
４
時

間
以
上
）
受
講
後
、
実
地
研
修
を

経
て
調
査
員
証
を
交
付
し
、以
降
、

年
１
回
以
上
の
研
修
が
義
務
づ
け

ら
れ
ま
す
。

■
賃
金

・
訪
問
調
査
員
報
酬

調
査
１
件
に
つ
き
３
，
５
０
０
円

　
（
加
え
て
調
査
に
要
す
る
バ
ス

代
相
当
の
費
用
弁
償
を
支
給
。）

■
募
集
資
格

・
保
健
・
医
療
・
福
祉
に
関
す
る

資
格
（
介
護
支
援
専
門
員
・
看
護

師
等
）
を
有
す
る
者
。

・
訪
問
調
査
の
た
め
の
車
及
び
運

転
免
許
証
を
所
持
し
て
い
る
者
。

■
提
出
書
類

・
履
歴
書
（
写
真
添
付
）

・
保
健
・
医
療
・
福
祉
に
関
す
る

資
格
を
証
明
す
る
も
の
の
写
し
。

■
受
付
期
間
・
応
募
方
法

　

平
成
27
年
１
月
13
日
（
火
）
か

ら
１
月
26
日
（
月
）
ま
で
必
着
。

郵
送
可
。

※
面
接
の
日
程
に
つ
い
て
は
、
後

日
連
絡
し
ま
す
。

問 

介
護
衛
生
課
介
護
保
険
係

内
線
３
２
５

平
成
27
年
度

保
育
所
等
入
所
児
童
募
集

特
設
人
権
相
談
所
を

開
設
し
ま
す

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

屋
久
島
町
役
場

☎
４
３
︱
５
９
０
０

介
護
認
定
調
査
員
の

募
集
に
つ
い
て



　

平
成
27
年
２
月
１
日
現
在
で
、

全
国
一
斉
に
農
林
業
の
国
勢
調
査

と
い
わ
れ
る
「
２
０
１
５
年
農
林

業
セ
ン
サ
ス
」が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
27
年
１
月
中
旬
頃
か
ら
、

農
林
業
を
営
ん
で
い
る
皆
様
の
と

こ
ろ
に
調
査
員
が
調
査
票
ご
記
入

の
お
願
い
に
訪
問
し
ま
す
。
皆
様

の
お
宅
や
会
社
等
に
調
査
員
が
伺

い
ま
し
た
ら
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問 

企
画
調
整
課　

統
計
係

　

内
線
１
１
２

■
対
象
住
宅

　

県
営
屋
久
島
環
境
共
生
住
宅

■
申
込
書
の
配
布･

受
付
期
間

　

２
月
２
日
（
月
）
～
23
日
（
月
）

　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

　
（
土
日
祝
祭
日
を
除
く
）

　

※
郵
送
は
期
間
内
必
着

■
抽
選
日
時
・
場
所

　

３
月
５
日
（
木
）

　　

‌

10
時
～

　

熊
毛
支
庁
屋
久
島
事
務
所

　
　

第
１
会
議
室

　
（
屋
久
島
町
安
房
６
５
０
）

■
そ
の
他

　

申
告
書
等
の
審
査
の
結
果
、
入

居
要
件
を
満
た
し
て
い
る
場
合
の

み
抽
選
に
参
加
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
事
前
に
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

熊
毛
支
庁
屋
久
島
事
務
所
総
務
企

画
課
用
地
管
理
係

〒
８
９
１
︱
４
３
１
１

　

屋
久
島
町
安
房
６
５
０

☎
４
６
︱
２
２
１
１
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平
成
27
年
度
県
営
住
宅

空
き
家
待
ち
順
位
登
録
者
募
集

2015 農林業センサスに
　　　　　　　ご協力ください

フ
ェ
リ
ー
太
陽
ド
ッ
ク
入
り

フ
ェ
リ
ー
太
陽
は
次
の
期
間
ド
ッ
ク
入
り
し
ま
す
。

　

期
間
中
は
「
宮
之
浦
〜
島
間
航
路
」
は
運
休
し
、「
宮
之
浦
〜
口

永
良
部
航
路
」
は
代
船
を
運
航
し
ま
す
。

　

■
期　
間　
　

平
成
27
年
２
月
７
日
（
土
）
〜
24
日
（
火
）

　

■
代
船
運
航
時
間

　
　

宮
之
浦 　

13
時
発 
→ 
口
永
良
部 

14
時
着

　
　

口
永
良
部 

14
時
30
分
発 
→ 
宮
之
浦
着 

15
時
30
分
着

　

■
旅
客
定
員　
12
名
（
車
両
航
送
不
可
）

問　

財
産
管
理
課　

内
線
２
０
７
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県
で
は
、
地
球
温
暖
化
の
原
因

と
な
る
Ｃ
Ｏ
２
を
排
出
し
な
い
電

気
自
動
車
を
購
入
さ
れ
る
方
へ
独

自
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

燃
料
費
が
ガ
ソ
リ
ン
車
に
比

べ
、
約
１
／
４
と
経
済
的
で
環
境

に
も
優
し
い
エ
コ
な
自
動
車
に
買

い
替
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
対
象
者

　

屋
久
島
町
に
居
住
し
て
い
る
個

　

人
、
事
業
所
を
有
す
る
法
人
や

　

個
人
事
業
者
な
ど

■
補
助
金
額
例

・
日
産
リ
ー
フ　
　
　
　

20
万
円

・
三
菱
ア
イ
・
ミ
ー
ブ　

20
万
円

・
三
菱
ミ
ニ
キ
ャ
ブ
・
ミ
ー
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

47
万
円

※
こ
れ
以
外
に
国
の
補
助
あ
り

■
募
集
締
切

　

平
成
27
年
２
月
６
日
（
金
）

※
申
請
方
法
な
ど
詳
細
に
つ
い
て

は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

県
屋
久
島
事
務
所
総
務
企
画
課

☎
４
６
︱
２
２
１
１

電
気
自
動
車
の

導
入
に
つ
い
て

　その駄菓子屋は　幸せと不幸のわかれ道〜銭天堂で買っ
た駄菓子をめぐって起こったふしぎな話、６話が収録され
ている。
　ふしぎな駄菓子屋で売っているふしぎな駄菓子が持つパ
ワーとは？女主人紅子が、今日もお客さんの運命を翻弄す
る。「骨まで愛して・骨形カルシウムラムネ」「妖怪ガムガム」

「あかん棒」駄菓子のネーミングはおもしろいが、スリリ
ングでドキドキはらはらします。

『 ふしぎ駄菓子屋　銭天堂 』
廣嶋玲子・作　jyajya・絵

　南米・コロンビアの片田舎、庭先で誘拐され、ジャング
ルの奥地に置き去りにされた少女がいた。少女を救ったの
はサルの群れだった。サルたちは少女を受け入れ、生きる
術を教えた。　その後少女はハンターに拾われ森を出たが、
人間社会は少女を温かくは迎えなかった。描写されるサル
社会は人間のように会話し愛情に溢れている。後に人の言
葉を覚えた少女は、生のサルの暮らしを語ることになる。
サルの目に人間社会はどう映ったのだろう？これはマリー
ナ・チャップマンの回想録である。

『 失われた名前　サルとともに生きた少女の真実の物語 』
マリーナ・チャップマン　著

　　　図　　　書　　　名
ひみつの王国　評伝石井桃子
余計な一言
永続敗戦論
釣り上げては
紫匂う
孤愁　サウダーデ
捨てない贅沢　東京の里山発暮しレシピ
銀翼のイカロス
かえるのどびん
ママのスカート

　　作　　 者
尾崎　真理子
齊藤　孝
白井　聡
アーサー・ビナード
葉室　麟
新田次郎／藤原正彦
アズマ　カナコ
池井戸　潤
野村　たかあき
キャロル・フィブ　文　ドロテ・ドモンフレッド　絵

（尾之間図書室）

尾之間図書室の１月のおはなし会は
１月２３日（金）１０：３０〜１１：００
宮之浦図書室の１月の親子読書会「青い海の子星の子会」は
１月２１日（水）１０：３０〜・１３：３０〜
１月２８日（水）１０：３０〜・１３：３０〜

や
く
し
ま
歌
壇

屋
久
島
石
楠
花
短
歌
会
選

　
　

御
題
「
本
」

銃
弾
に
倒
る
る
も
な
ほ
訴
へ
る

マ
ラ
ラ
は
「
子
ら
に
ペ
ン
と
本
と
を
」　
　

田　

中　

陽　

子

恩
師
よ
り
も
ら
い
し
本
を
読
む
ほ
ど
に

誓
ひ
し
言
葉
あ
り
し
日
偲し

の

ぶ　
　
　
　
　
　

竹
之
内　

ふ
じ
江

雛ひ
な

ま
つ
り
急
な
お
呼
ば
れ
庭
先
の

桃
の
一ひ

と
も
と本
手
折
り
て
行
か
む　
　
　
　
　
　

大
牟
田　

壮
一
郎

一
本
の
ペ
ン
で
世
界
を
変
え
よ
う
と

マ
ラ
ラ
は
挑
む
教
育
の
た
め　
　
　
　
　
　

永　

野　

紘　

子

料
理
本
き
ほ
ん
の
き
ほ
ん
購

あ
が
な
え
ば

亡
き
母
思
う
初
心
者
吾
は　
　
　
　
　
　
　

中　

島　

正　

代

亡
き
夫
の
歌
集
や
う
や
く
完
成
し

沸
間
を
占
む
る
本
の
名
「
地
の
声
」　
　
　

寺　

田　

和　

子

子
供
の
頃
父
の
土
産
の
本
を
手
に

む
さ
ぼ
り
読
み
し
「
少
女
ク
ラ
ブ
」
よ　
　

牧　
　
　

ヨ
シ
イ

本
棚
を
整
理
し
に
け
り
段だ

ん
し
ゃ
り

捨
離
を
と

思
ひ
つ
つ
歌
集
を
ま
た
棚
に
返
す　
　
　
　

上　

田　

笑　

子

本
棚
を
購

あ
が
な
ひ
作
り
て
本
あ
ま
た

「
積つ

ん
読ど
く

」
だ
け
は
せ
ぬ
と
誓
へ
り　
　
　

寺　

田　

文　

昭

一
寸
先
闇
と
は
言
へ
ど
斯か

く
も
ま
あ

唐
突
に
く
る
人
の
死
と
ふ
は　
　
　
　
　
　

尾　

上　

孝　

子

＊ 
掲
載
希
望
の
方
は
、
毎
月
20
日
ま
で
に
必
ず
２
首
を
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。



◆
お
誕
生
お
め
で
と
う

氏　
名　
　
　

保
護
者　　
地
区

鎌
田
　
結ゆ

め芽
　
　
　
　
　
栗
　
生

濵
島
　
聖せ

な奈
　
　
　
　
　
小
瀬
田

田
口
　
莉り

り璃
　
　
　
　
　
栗
　
生

白
坂
　
　

望
の
ぞ
み　

　
　
　
　
　
宮
之
浦

宮
田
ひ
か
る
　
　
　
　
　
宮
之
浦

鈴
木
　
源げ
ん
き樹

　
　
　
　
　
尾
之
間

◆
ご
結
婚
お
め
で
と
う

　
　
氏　
名　
　
　
　
地　
区

　
山
口
　
翔
太  

（
愛
　
知
　
県
）

　
佐
伯
し
お
り  

（
吉
　
　
　
田
）

　
塚
田
　
純
成  

（
小
　
瀬
　
田
）

　
德
田
れ
ん
げ  

（
岡
　
山
　
市
）

　
新
原
　
大
志  

（
松
　
　
　
峯
）

　
山
口
　
由
樹  

（
松
　
　
　
峯
）

◆
ご
冥
福
を

　
お
祈
り
い
た
し
ま
す

氏　
名　
　
　
年
齢　
　
地　
区

日
髙
　
貞
子
　
八
七
歳
　
尾
之
間

寺
田
　
靜
枝
　
九
五
歳
　
宮
之
浦

中
原
　
重
男
　
八
二
歳
　
永
　
田

池
田
　
　
保
　
七
四
歳
　
安
　
房

日
髙
　
信
武
　
七
六
歳
　
小
　
島

森
下
美
惠
子
　
八
六
歳
　
栗
　
生

知
久
　
安
彦
　
八
七
歳
　
安
　
房

荒
木
　
勝
信
　
六
九
歳
　
宮
之
浦

髙
橋
不
二
人
　
五
四
歳
　
一
　
湊

濱
﨑
　
紀
子
　
六
三
歳
　
一
　
湊

塚
田
マ
リ
子
　
八
二
歳
　
宮
之
浦

日
髙
　
保
枝
　
七
四
歳
　
安
　
房

松
田
　
繁
敏
　
七
五
歳
　
船
　
行

◆
お
礼

　
社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の
方
か

ら
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。
厚
く
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。（
　
）は
故
人
。

▼
中
間
の
日
高
武
德
さ
ん

（
妻
、
ヨ
シ
子
さ
ん
死
去
）

▼
一
湊
の
濱
﨑
健
一
さ
ん

（
妻
、
紀
子
さ
ん
死
去
）

▼
船
行
の
松
田
公
男
さ
ん

（
兄
、
繁
敏
さ
ん
死
去
）

▼
安
房
の
知
久
京
子
さ
ん

（
夫
、
安
彦
さ
ん
死
去
）

▼
東
京
都
の
田
中
義
一
さ
ん

（
母
、
キ
ヱ
さ
ん
死
去
）

▼
永
田
の
大
塚
景
一
さ
ん

（
父
、
幸
成
さ
ん
死
去
）

▼
安
房
の
池
田
富
子
さ
ん

（
夫
、
保
さ
ん
死
去
）

▼
平
野
の
加
世
田
肇
さ
ん

（
妻
、
ス
マ
子
さ
ん
死
去
）

▼
原
の
日
髙
敏
郎
さ
ん

（
父
、
松
教
さ
ん
死
去
）

▼
湯
泊
の
菊
池
修
さ
ん

（
母
、
博
子
さ
ん
死
去
）

お
詫
び
と
訂
正

　

町
報
12
月
号
５
頁
「
フ
ァ
ミ

リ
ー
賞
」
の
欄
で
井
手
さ
ん
の
字

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び

し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。
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戸
籍
の
窓

十
一
月
受
付
分（
敬
称
略
）

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
町
民
生
活

　
課
で
申
込
書
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

戸
籍
の
窓

浩
　
樹

美
　
穂

俊
　
一

亜
　
弥

孝
　
貴

綾
　
乃

祥
　
太

　
藍

聖
　
耶

か
ず
み

充
　
彦

由
　
美

栗生診療所の日程
☎ 48-2103

耳鼻咽喉科（予約制）　　
　 1月15日（木）
        10：30〜12：30
        14：00〜15：00
　 1月29日（木）
        10：30〜12：30
        14：00〜15：00
　 2月12日（木）
        10：30〜12：30
        14：00〜15：00

永田診療所の日程
☎ 45-2273

※
諸
事
情
に
よ
り
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
利
用
の
際
に
は
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

皮膚科（予約制）
　 1月19日（月）午後
　 20日（火）午前
　 26日（月）午後
　 27日（火）午前
　 2月 2日（月）午後
　 3日（火）午前
眼科（予約制）
　 2月25日（水）午後
　10月26日（木）終日
　10月27日（金）午前

　

日
頃
か
ら
当
ホ
テ
ル
の
温
泉
施
設
「
屋
久
島
温
泉
」
を
ご
利
用
い

た
だ
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

温
泉
施
設
利
用
料
金
の
外
来
入
浴
料
に
つ
い
て
は
Ｈ
26
・
４
月
か

ら
島
民
外
の
一
般
利
用
は
大
人
１
，
４
０
０
円
、
子
ど
も
７
０
０
円

と
し
、
町
民
の
方
の
利
用
料
金
の
改
定
に
つ
い
て
は
据
え
置
い
て
お

り
ま
し
た
が
、
消
費
税
の
値
上
げ
な
ど
に
よ
る
燃
料
費
等
の
物
価
の

高
騰
に
よ
り
町
民
の
方
の
利
用
料
金
を
４
月
１
日
よ
り
大
人
７
０
０

円
、
子
ど
も
４
０
０
円
に
改
訂
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
最
近
、
温
泉
施
設
内
に
あ
る
シ
ャ
ン
プ
ー
、
ボ
デ
ィ
ー
ソ
ー

プ
等
の
「
持
ち
帰
り
」
や
「
抜
き
取
り
」
が
頻
繁
に
発
生
し
て
お
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
行
為
は
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
他
の
お
客
様

に
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
も
の
で
す
。

　

皆
様
に
気
持
ち
良
く
ご
入
浴
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
こ
の
よ
う

な
行
為
は
お
止
め
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、こ
の
よ
う
な
行
為
を
見
か
け
ま
し
た
際
は
、近
く
の
ス
タ
ッ

フ
に
お
知
ら
せ
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
ホ
テ
ル
屋
久
島

総
支
配
人

Ｊ
Ｒ
ホ
テ
ル
屋
久
島
か
ら
の
お
願
い



2/5

建国記念の日

2/11

成人の日

1/12

第３回屋久島地区ス
ポーツ少年団競技別
交歓大会

あいさつの日
第30回ジョギング
やくしま大会（永田
小学校9:00～）

あいさつの日

家庭の日

第28回県地区対抗
女子駅伝競走大会
（霧島市10:00～）
「やくしまっ子」わ
んぱくフェスタ
2015（宮体14:00
～）

2/14

平内民具倉庫公開
（9:00～17:00、～
8日）

町PTA活動研究委嘱
公開（一湊小）

青少年健全育成の日

1/23

母子手帳交付日（尾
保セ9:00～11:30）
宮保セ・尾保セ開放
（9:30～11:30）

2/4
皮膚科診療（永田診療
所 午後）乳幼児健診・
BCG予防接種（宮保セ
13:00～）国民健康保
険税（第8期）、町県民
税（第4期）、固定資産
税（第4期）納期限

2/8

1/13

開発総セ…屋久島離島開発総合センター（宮之浦）
安総セ…屋久島町総合センター（安房）
宮体…宮之浦体育館（旧屋久島勤労者体育センター）
安体…安房体育館（旧屋久町体育館）
尾中公…尾之間中央公民館

尾支所…尾之間支所
安支所…安房支所
宮支所…宮之浦支所
尾保セ…尾之間保健センター
宮保セ…宮之浦保健センター 1  2

町民カレンダー

2/2

2/9

月

皮膚科診療（永田診
療所 午前）
母子手帳交付日（宮
保セ9:00～11:30）
宮保セ開放（9:30
～11:30）

皮膚科診療（永田診
療所 午前）
母子手帳交付日（宮
保セ9:00～11:30）
宮保セ開放（9:30
～11:30）

1/20

火

1/21

皮膚科診療（永田診
療所 午後）

1/28

1/14
水

親子読書会
（宮之浦図書室
10:30～、 13:30～）

耳鼻科診療
（栗生診療所10:30
～15：00）
乳幼児健診・BCG
予防接種（尾保セ
12:30～）

1/22

耳鼻科診療
（栗生診療所10:30
～15：00）
1歳6ヶ月児健診・
すこやか健診（尾保
セ12:30～）

耳鼻科診療（栗生診療所
10:30～15：00）
3歳児健診・すこやか歯科
健診（尾保セ12:30～）
第22回世界の屋久島美術
展表彰式（開発総セ18:30
～）

1/29

親子読書会
（宮之浦図書室
10:30～、 13:30～）

おはなし会（尾之間
図書室10:30～）

1/15
木

1/30

2/6

1/16
金

1/24

1/17
土

1/31

2/7

1/19
皮膚科診療（永田診
療所 午後）
1歳6ヶ月児健診・
すこやか歯科健診
（宮保セ13:00～）

1/18

1/25 1/26
皮膚科診療（永田診
療所 午前）
母子手帳交付日（尾
保セ9:00～11:30）
宮保セ・尾保セ開放
（9:30～11:30）

1/27

2/1

1/11
日

2/12 2/132/10
「町報やくしま2月
号」発行日
母子手帳交付日（尾
保セ9:00～11:30）
宮保セ・尾保セ開放
（9:30～11:30）

2/3
ぷれままカフェ（宮
保セ9:30～12:00）

町
報

平
成
2
7
年
1
月
号

■
 発
行
・
編
集

　
 屋
久
島
町
企
画
調
整
課

〒
891-4207
鹿
児
島
県
熊
毛
郡
屋
久
島
町
小
瀬
田
469-45

TEL 0997-43-5900
FAX 0997-43-5905

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.yakushima-town.jp/
平成26年11月末現在

住民基本台帳に基づく人口（外国人を含む）

安　房
春　牧
平　野
高　平
麦　生
　原
尾之間
小　島
平　内
湯　泊
中　間
栗　生
　計
前月比

人　口
1,078

913
 285
176
288
459
793
205
658
206
234
521

13,319
− 19

世帯数
558
452
140
88

161
218
423
92

323
124
125
286

6,811
− 3

本　村
湯　向
永　田
吉　田
一　湊
志戸子
宮之浦
楠　川
椨　川
小瀬田
長　峰
永久保
船　行
松　峯

人　口
125
11

481
183
712
357

3,194
456
120
445
392
158
277
592

世帯数
70
8

259
99

400
190

1,543
229
55

230
208
84

167
279

●人の動き●●編集後記●
遅ればせながら

あけましておめでとうございます。

　新年を迎えると新しいことを始め

るチャンスを与えらえた気がしま

す。私にとっては難しいことですが、

「新たなことにチェレンジすること

を恐れずに勇気を出して」を心がけ

たいと思います。

　今年もがんばって「町報やくしま」

を皆さんにお届けいたしますので、

どうぞよろしくお願いします。

　　（メグ）

※　世帯数及び人口・行事予定については最新の情報を屋久島町ホームページに掲載しています。

ゆかり幼稚園餅つき大会
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